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　キノコは古くから日本人に好まれてきた食材であり，近
年は，各種機能性や低カロリー高食物繊維食であることか
らも注目されている食品の一つである．日本では江戸時代
からシイタケが栽培されるなど，キノコの人工栽培技術の
研究が行われており，現在はおが粉に米糠やフスマをまぜ
て培地とする二二栽培が主流となっている1）．林野庁が発
表した平成15年度「特用林産物の生産量及び生産額」に
よれば，キノコは年間約36万tの生産量があり，その大
部分が点床栽培品である2）．
　北海道でボリボリの名で親しまれているナラタケ
（honey　mushroom）も北海道立林産試験場で菌床栽培が
検討されている．菌床栽培キノコの栄養成分は培地の影響
を受けることがシイタケなどで報告されている3，4）．しか
しナラタケについては，栽培品，天然品いずれについても
栄養成分に関する報告がない．そこでナラタケの栽培品と
天然品について栄養成分の分析を行った．また，シイタケ
ではビタミンBl，ビタミンD2を増加させる方法の特許
が取得されているが5β），ナラタケで同様の効果を検討し
た例はないことからこれらについても実験を行ったので合
わせて報告する．
方 法
1．分析方法
　栄養成分の分析は「五訂日本食品標準成分表分析マニュ
アル」7）に従い分析した．ビタミンDについてはキノコに
はビタミンD2（VD2）のみが含まれることから測定は
VD、に限定した．ビタミンB、（VB、）は蛍光光度法で分
析した8＞．微量元素は湿式分解後，カルシウムについては
原子吸光分光光度計（パーキンエルマー鳴竹AAnalyst
100）で，マグネシウム，銅，鉄，マンガン，亜鉛は高周
波プラズマ発光分析装置（パーキンエルマー社製Optima
4300DV）で定量を行った．
2．試料
　天然ナラタケは採取地が余市，島牧，札幌のものを札幌
市場より各2kg程度購入した．
　栽培ナラタケは北海道立林産試験場で栽培したツバナラ
タケ（ル漉1乙副αos勿α6）を用いた．同場では傘の表面
中央部が白いものと黒いものの2種類を栽培9）しており，
以下本文，山中ではナラタケ白，ナラタケ黒と表記する．
3．ビタミンB、，B2強化培地栽培試験
　ナラタケのVB、，ビタミンB2（VB2）含量に培地が及
ぼす影響を調べるため，強化培地栽培試験を行った．菌床
栽培に用いられる培地（カンパおが粉25％，フスマ5％，
コーンブラン5％，水65％を重量比で混合）550gにVB1
標準品を0，10，100mg，同じくVB、を0，10，100　mg
添加したものをポリ瓶に充填しそれぞれVB、，　VB2強化
培地とした．各添加区当たり16瓶の栽培を行い，傘の裏
の膜が破れた日に採取し，成長度合いがほぼ均一な3試料
瓶のナラタケをフードカッターで均一化し，VB1，　VB2
分析に供した．菌の接種から採取まで60日前後を要した．
4．紫外線照射実験
　同一培地系で栽培されたナラタケを7試料瓶から採取し1
混合後4等分した．この試料に紫外線を30cm上部から
照射した（殺菌ランプGL！5：東芝ライテック㈱製15
W）．照射時間は0，1，5，10分間とした（各1試料）．
これらの試料は測定まで冷暗所にて保管し，VDの定量は
各照射試料をフードカッターで均一化した後，分析を行っ
た．
結果及び考察
1．天然品と栽培品の栄養成分
　表1に天然品と栽培品の栄養成分を示す．一般成分では
天然品，栽培品で大きな違いは見られなかったが，栽培品
でタンパク質が1．6～2．0％と天然品の1．2～1，8％に比べ
やや高く，水分が栽培品で89．9～90．5％と天然品の
92．1～93．8％に比べやや低い結果となった．シイタケでは
培地窒素量と子実体窒素量の間に高い正の相関があり，天
然品に比較して菌床栽培品の窒素量が高いことが報告され
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表1ナラタケ天然品，栽培品の栄養成分と微量元素
項 目 天　然　隠 子　培　品余市　　島　牧　　札　幌 ナラタケ白　　ナラタケ黒
エネルギー
水 分
タンパク質
脂 質
炭水化物
灰
VBl
VB2
VD2
Ca
Mg
Cu
Fe
Mn
Zn
分
　kcal
　％
　％
　％
　％
　％
nユg／100g
mg／1009
μ9／1009
mg／1009
mg／1009
mg／1009
nユg／100g
I祖g／100g
mg／1009
14
93，2
1．8
0．6
3．7
0．7
0．02
0．21
3．0
2．0
10．8
0．091
0，78
0．146
0．50
13
93．8
1．2
0．6
3．8
0．6
0．01
0．19
10．1
1．1
8．9
0．079
1．74
0．085
0．47
15
92．1
1．2
0．5
5．4
0．8
0．01
0．23
7．1
1．3
11．1
0．129
0．65
0．241
0．73
19
90．5
1．2
0．5
5．4
0．8
0．1！
0．21
1．1
0．5
14．6
0．050
0．41
0．144
0．41
20
89．9
1．6
0．6
7．2
0．7
0．11
0．22
1．5
0．5
13．7
0．069
0．39
0．141
0．48
表2ビタミンBl強化培地栽培によるナラタケ中
　　　ビタミンB、含量
表3紫外線照射によるナラタケ中ビタミンD，含量の
　　増加
培地添加量
（mg／瓶）
ビタミンB1量（rng／100　g） 紫外線
照射時間（min）
ビタミンD2（μg／100g）
ナラタケ白 ナラタケ黒 ナラタケ白 ナラタケ黒
0
10
100
0．12
0．24
0．38
0．16
0．25
0．43
0
1
5
10
　0．8
86，8
335
504
　7．5
75．5
239
440
ている3）．ナラタケ栽培品のタンパク質が高いのはシイタ
ケ同様培地の影響を受けていると考えられた．また，炭水
化物は栽培品で6．0～7．2％と天然品の3．7～5．4％に比べ
高い数値を示した．VB、は栽培品0．11　mg／100　gと天然
品の0．01～0．02mg／100　gに対して約10倍の値を示した．
VB2については天然品0．21～0、22　mg／100　g，栽培品
0．19～0．23mg／100　gと差が見られなかった．　VD，は栽培
品の1．1～1．5μg／100gに比べ天然品で3．0～10．1μg／
100gと値にばらつきが見られたものの高い値を示した．
VD，は紫外線によりエルゴステロールから変換され，そ
の有効波長範囲は290～320nmであるることが知られて
いるエ。）．天然品は生育環境や出荷までの扱いが様々であり，
太陽光などによる紫外線照射時間に違いがありVD2含量
がばらついたと考えられた．一方，栽培品は室内，蛍光灯
下で栽培されている．一般の白色蛍光灯の波長範囲は
350～800nmであるため，栽培品は栽培中にエルゴステ
ロールからVD2への変換効率が悪くVD、含量が低いと考
えられた．
　微量元素についてはカルシウム，銅，鉄が天然品で高く，
マグネシウム，マンガン，亜鉛は天然品問でバラツキは見
られたが，栽培品と大きな差は見られなかった．また，同
一培地組成で栽培されたナラタケ白とナラタケ黒の間に差
は見られなかった．シイタケ，マイタケ，ヒラタケではキ
ノコの種類により培地から吸収濃縮する微量元素に違いが
あることが報告されている3・4）．天然品と栽培品では各微
量元素の吸収濃縮量に違いが見られたが，栽培品問では差
がなく，微量元素は生育環境の影響を受けると考えられる
ことからカルシウム，銅，鉄などの微量元素についても培
地から吸収濃縮させることが期待される．
2．ビタミンB強化培地栽培試験
　培地に用いたフスマにはVB、が1．71　mg／100　g，　VB2
が0．34mg／100　g，コーンブランにはVBエが0．33　mg／
100g，　VB2が0．13　mg／100　g含まれ，培地1瓶当たりの
含量はVB1が0．56　mg，　VB、が0．13　mgと計算され，こ
れらが栽培品のビタミンB供給源と考えられた．そこでビ
タミンB含量を増加させるため培地にVB、，　VB2標準品
を添加した強化培地栽培試験を行った．その分析結果を表
2に示す．
　VB1は添加量に依存し含量が増加したが，無添加で
0．12mg／100　gに対し100　mg添加で0．38　rng／100　gと添
加量に比して増加量は少なかった．これは添加した標準品
とフスマ，コーンブラン中のVB、の存在形が違い，吸収
効率が異なる可能性などが考えられるが，現時点では不明
である．一方，ナラタケ中のVB、含量は100　mg添加で
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も増加していなかった．このことから水溶性ビタミンすべ
てがナラタケに吸収されるのではないことが示唆された．
　今回100mg添加培地で栽培したナラタケのVB1含量
約0．4mg／100　gは，玄米（0．41　mg／100　g）やブタバラ肉
（0．54mg／100　g）と同程度であり1王），強化栽培品はVB1
供給源として有用であると考えられた．
3．ビタミンD、含量の変化
　シイタケなどでVD2含量を増加させるために，採取後
天日乾燥や紫外線ランプの照射が行われている．そこで
VD2含量の低かった栽培ナラタケに紫外線を照射して
VD2含量の変化を調べた．その結果を表3に示す．
　紫外線ランプ下に置く時間に比例してVD2含量は大き
く増加し，照射10分間では天然品の40～100倍である
440～500μg／100gにまで増加した．この値は天日乾燥し
たキクラゲ（440μg／100g）9）や254　nmの紫外線を照射し
たシイタケ（460μg／100g）5＞と同等であることから，紫
外線照射した栽培ナラタケもVD2供給源として有用であ
ると考えられた．
　このようにナラタケの栽培品と天然品の間で栄養成分，
微量元素に差があることが確認された．さらにVB1，
VD、は培地組成，紫外線照射によりその含量が変化する
ことを明らかにした．
終りにあたり，本調査研究は平成13～15年度に実施し
た健康科学調査研究事業「道産食品中の栄養成分，必須微
量元素及び機能性成分の含量に関する調査研究」の一環と
して行われたことを付記し，人工栽培ナラタケを提供いた
だいた北海道立林産試験場きのこ部，米山彰造科長，宜寿
次盛生研究職員に深謝いたします．
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